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「
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八
九

「
池
袋
清
風
日
記 

明
治
二
十
二
年
」
資
料
紹
介
・
翻
刻
（
一
）

冨

田

知

恵

子

「
同
志
社
は
英
学
校
で
あ
っ
た
が
、
和
歌
が
流
行
し
た（

１
（

」
と
は
、
同
志
社
英
学
校
で
学
ん
だ
葛
岡
龍
吉（

２
（

が
当
時
を
回
想
し
た
文

章
で
あ
る
。
英
語
を
用
い
て
学
問
を
修
得
す
る
英
学
校
に
お
い
て
日
本
古
来
の
詩
歌
で
あ
る
和
歌
が
流
行
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
桂

園
派
の
歌
人
、
池袋清風



と
い
う
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
志
社
社
史
資料

セ
ン
タ
ー
に
は
、「
池袋清風日記」






と
称
さ

れ
る
資料

が
三
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
内
の
一
冊
で
あ
る
明治二十二年日記







に
つ
い
て
紹介・翻刻




す
る
。

日記

の
著
者
で
あ
る
池袋清風



に
つ
い
て
は
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
著
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
四
巻
（
昭
和

三
十一年


九
月
）、
河
野
仁
昭
著
「
近
代
化
過
程
に
お
け
る
伝
統
文

学
―
池袋清風



の
英
学
と
和
歌
―
」（『
人
文
科
学
』
一
〇
号
、

一
九
七
九
年十二


月
）
に
詳
し
い
。
そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
清風


没
後
の
明治

三
十
四
年（一


九
〇
一）

に
門
人
の
正
宗
敦
夫
が
『
山

陽
新
報
』
に
掲
載
し
た
「
池袋清風



大
人（

３
（

」
が
基
本
資料

と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
、『
山
陽
新
報
』「
池袋清風



大
人
」
の
「
大
人

の
履
歴（

（
（

」
を
も
と
に
略
歴
を
記
す
。

池袋清風



は
、
弘
化
四
年（一


八
四
七
）
四
月
、
当
時
薩
摩
藩
領

「「「「（中央）と下村孝太郎（向
かって左）、横井（伊勢）時雄（右）
（同志社社史「「センター所蔵）



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

九
〇

で
あ
っ
た
宮
崎
県
都
城
で
生
ま
れ
た
。
六
歳
か
ら
藩
校
明
道
館
で
漢
書
を
、
七
歳
頃
か
ら
祖
父
池袋清


芳
に
つ
い
て
和
歌
を
学
ん
だ
。

安
政
三
年（一


八
五
六
）
正
月
か
ら
都
城
領
主
、
島
津
久
静
の
小
姓
役
と
な
り
、
以
後
剣
術
、
弓
術
、
砲
術
、
兵
学
を
学
ぶ
が
、
文

久
元
年（一


八
六
一）

胃
腸
病
を
患
い
、
身
体
衰
弱
に
よ
り
翌
年
か
ら
八
年
間
に
わ
た
り
療
養
生
活
を
送
る
。

病
が
癒
え
た
後
、明治二年（一




八
六
九
）か
ら
四
年
ま
で
は
薩
摩
藩
の
英
国
式
軍
制
の
下
で
操
練
に
従
事
し
、翌
五
年（一

八
七
二）


二
月
に
鹿
児
島
医
学
校
に
入
学
す
る
が
、
こ
こ
で
も
感
冒
症
に
悩
ま
さ
れ
、
年
中
の
過
半
を
病
臥
し
つ
つ
も
翌
年
よ
り
医
学
校
助
教

及
び
司
書
を
命
じ
ら
れ
て
、
明治十年（一





八
七
七
）
西
南
戦
争
で
医
学
校
が
焼
失
す
る
ま
で
勤
め
た
。
翌
十一年


に
師
範
学
校
伝

習
生
の
入
学
試
験
を
受
け
、
三
か
月
で
卒
業
す
る
と
、
明治十二年（一






八
七
九
）
四
月
か
ら
創
設
さ
れ
た
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校

の
教
師
と
な
る
。

こ
の
明治十二年




に
新
島
襄
が
鹿
児
島
へ
生
徒
の
募
集
に
や
っ
て
来
る
と
、
英
学
校
の
目
的
「
徳
義
と
智
識
と
を
兼
養
す
る
に
在

り
生
徒
の
品
行
端
正
な
り（

（
（

」
を
聞
き
、
清風

は
同
志
社
英
学
校
へ
の
入
学
を
決
め
た
と
い
う
。
清風

は
一年

で
鹿
児
島
女
子
師
範

学
校
の
職
を
辞
す
と
、
明治十


三
年（一


八
八
〇
）
九
月
、
三
十
三
歳
で
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。

和
歌
の
心
得
に
つ
い
て
は
、
幼
時
に
歌
人
で
あ
る
祖
父
や
大
館
晴
勝
、
隈
元
棟
貫
に
学
び
、
療
養
生
活
の
後
、
明治二年



頃
か
ら

は
独
学
し
て
い
た
が
、
同
十一年


夏
頃
よ
り
、
の
ち
に
宮
内
省
御
歌
所
の
歌
人
と
な
る
鎌
田
正
夫
が
鹿
児
島
の
自
宅
で
催
し
て
い
た

歌
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
薩
摩
藩
で
は
香
川
景
樹
の
系
統
を
汲
む
桂
園
派
の
和
歌
が
主
流
で
、
鎌
田
や
、
清風

が
和
歌
を

学
ん
だ
大
館
ら
も
桂
園
派
の
歌
人
で
あ
っ
た
。
清風

は
、
こ
の
鹿
児
島
滞
在
の
時
期
に
歌
人
た
ち
と
の
交
わ
り
や
熱
心
な
研
究
に
よ

り
、
和
歌
の
素
養
を
高
め
た
よ
う
で
あ
る
。

同
志
社
英
学
校
で
は
入
学
し
た
翌
年
の
明治十


四
年（一


八
八
一）

秋
頃
か
ら
、
学
生
に
乞
わ
れ
て
和
歌
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
三
輪
長
行
、
湯
浅
吉
郎
（
半
月
）、
大
西
祝
、
岸
本
能
武
太
、
安
部
磯
雄
ら
が
、
そ
の
門
下
と
し
て
知
ら
れ
る
。
門
下
の
学
生



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

九
一

た
ち
は
、
毎
週
土
曜
日
に
清風

の
も
と
へ
各
々
作
っ
た
和
歌
を
提
出
し
、
清風

は
そ
れ
ら
を
朱
筆
で
直
し
、
細
評
を
記
し
た
後
、
次

の
題
を
出
す
、
と
い
う
教
授
法
で
あ
っ
た（

（
（

。

一
方
、
学
業
に
つ
い
て
は
苦
手
と
す
る
英
語
の
習
得
が
思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
、
明治十


五
年（一


八
八
二）

六
月
に
学
校
を
中

退
し
、
九
月
に
は
新
た
に
別
科
と
し
て
創
設
さ
れ
た
神
学
科
に
入
り
、
同
十
八
年
六
月
に
卒
業
し
た
。
同
年
九
月
か
ら
同
志
社
女
学

校
で
教
鞭
を
取
る
が
、
翌
年
六
月
に
は
辞
し
、
来
日
し
た
宣
教
師
夫
妻
に
日
本
語
を
教
え
て
生
活
し
つ
つ
明治二十一年





五
月
に
歌

集
『
浅
瀬
の
波
』
を
発
行
し
、
さ
ら
に
は
新
聞
や
雑
誌
に
和
歌
概
論
、
和
歌
略
史
、
ま
た
新
体
詩
集
へ
の
批
判
な
ど
を
掲
載
す
る
と
、

全
国
の
多
く
の
人
か
ら
和
歌
の
指
導
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
案
山
子
廻
舎
」（
案
山
子
乃
舎
）
と
い
う
社
中
も
つ
く
ら
れ
、

明治二十



七
年
刊
行
の
『
浅
瀬
の
波
』
第
二
篇
下
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
た
「
案
山
子
廻
舎
の
諸
社
中　

明治十二年




よ
り
同
廿
六
年

末
ま
で
」
に
よ
る
と
、
二
百
五
十
四
名
の
社
友
、
門
人
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
社
中
に
は
新
島
襄
の
父
親
で
あ
る
是
水
（
新
島
民
治）
、

夫
人
の
八
重
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
明治二十一年





の
九
月
か
ら
は
同
志
社
の
図
書
館
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
生
活
も
安
定
し
、

明治二十年




代
は
清風

が
歌
人
と
し
て
充
実
し
た
時
期
と
な
っ
た
。

池袋清風



は
、
当
時
同
志
社
英
学
校
で
は
「
奇
人
」
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
の
言
動
に
つ
い
て
回
顧
し

て
い
る（

（
（

。
極
度
の
寒
が
り
で
夏
で
も
綿
入
れ
の
羽
織
を
着
、
冬
に
は
何
枚
も
の
綿
入
れ
を
着
て
ス
ト
ー
ブ
を
独
占
す
る
。
か
と
思

え
ば
健
康
の
た
め
に
冬
の
寒
い
最
中
で
も
賀
茂
川
や
、
相
国
寺
を
流
れ
る
小
川
で
水
浴
を
す
る
。
さ
ら
に
は
詳
細
な
日記

を
時
間
を

か
け
て
毎
日
つ
け
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
当
時
教
員
で
あ
っ
た
敬
愛
す
る
下
村
孝
太
郎
に
、
学
業
の
た
め
に
は
日記

に
時
間
を
か
け
る

の
を
や
め
る
よ
う
忠
告
さ
れ
て
も
や
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（
（

。

清風

が
書
き
残
し
た
資料

の
ほ
と
ん
ど
は
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
よ
う
で
あ
る
が（

（
（

、
同
志
社
社
史
資料

セ
ン
タ
ー
に
明治十


七

年
、
二十二年



、
二十

八
年
の
日記

と
称
さ
れ
る
資料

が
三
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
三
年
度
に
清風

夫
人
で
あ
る
池袋

時
子



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

九
二

氏
よ
り
「
案
山
子
舎
詠
草
」
四
冊
と
日記一


冊
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り（
（1
（

、
三
冊
の
内
一
冊
は
こ
の
時
に
、
残
り
二
冊
は
別
時
に
収
蔵

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
冊
の
内
、
明治十


七
年日記


に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
池袋清風日記




　

明治十


七
年
』
上
・
下
、（一

九
八
五
年
三
月　

同

志
社
社
史
資料

室
編
・
発
行
）
と
し
て
翻刻

さ
れ
、
そ
の
詳
細
さ
ゆ
え
に
、
当
時
の
英
学
校
の
様
子
を
知
る
好
資料

と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
六
年（一


九
三
一）

七
月
発
行
の
『
同
志
社
五
十年

裏
面
史
』
に
は
「
も
う
一
冊
し
か
残
っ
て
ゐ
な
い
日記

に
も
大
小
種
々
の

面
白
い
記
事
が
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
、
そ
の
紹介

し
て
い
る
記
事
の
内
容
が
明治十


七
年
の
記
事
と
合
致
す
る
の
で
、
昭
和
六
年
当

時
に
一
冊
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
た
日記

は
明治十


七
年日記


と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
正
十
三
年
度
に
寄
贈
さ

れ
た
日記

は
、
明治十


七
年日記


で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

今
回
翻刻

す
る
明治二十二年日記







は
、
明治十


七
年
、
二十

八
年
の
よ
う
に
日
々
の
生
活
を
記
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
い
つ
、

誰
に
ど
の
和
歌
を
揮
毫
し
た
か
を
記
録
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
年
代
は
表
紙
に
は
「
池

袋清風日記



　

明治二十二年





以
降
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
明治二十




年
か
ら
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明治二十二年日記







に
は
、昭
和
四
十一年（一




九
六
六
）

の
所
蔵
印
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
社
史
資料

セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

縦
一
四
・
〇
×
横
二
〇
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
横
半
帳
。
全
一
五
三
丁
（
表
紙
一
丁
含
む
、

裏
表
紙
な
し
）、
後
補
と
思
わ
れ
る
黒
色
の
綴
込
表
紙
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
綴
込
表

紙
の
貼
題
箋
に
記
さ
れ
た
「
池袋清風日記




　

明治二十二年」






が
資料

名
と
な
っ
て
い
る
。

書
き
方
と
し
て
は
和
歌
を
数
首
記
し
た
後
に
、
そ
の
和
歌
を
い
つ
誰
に
送
っ
た
か
書
く
形

式
を
と
っ
て
い
る
が
、
日記

の
冒
頭
部
分
で
は
和
歌
が
記
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ

「「「「「「「 「「「「「「」冒頭部分



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

九
三

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
途
中
か
ら
綴
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
分
冊
の
可
能
性
も
あ
る
。
揮
毫
先
は
、
や
は
り
同
志
社
の
学
生

関
係
が
多
い
。
ま
た
、
求
め
に
応
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
詠
ん
だ
和
歌
を
お
く
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
清風

は
明治十


四
年

（一

八
八
一）

五
月
に
洗
礼
を
受
け
、
京
都
第
二
公
会
の
執
事
も
つ
と
め
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た（

（1
（

。

清風

は
明治二十



七
年（一


八
九
四
）
八
月
に
結
婚
し
て
大
阪
へ
移
っ
た
後
、
同
二十

九
年
八
月
に
宮
崎
県
都
城
へ
帰
郷
。
明治


三
十
三
年
七
月
二十日


、
数
え
年
五
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

同
志
社
英
学
校
の
創
立
者
た
る
新
島
襄
は
、
こ
の
和
歌
の
流
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
。
明治十


三
年

（一

八
八
〇
）
に
入
学
し
た
小
野
英
二
郎（

（1
（

は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る（
（1
（

。

今
一
つ
同
志
社
の
学
風
で
見
逃
す
事
の
出
来
な
い
の
は
、池袋清風



で
和
歌
の
奨
励
を
し
た
。
岸
本
〔
能
武
太
〕、新
原
〔
俊
秀
〕

等
は
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
新
島
先
生
は
こ
れ
は
嫌
ハ
れ
た
。
或
る
時
先
生
ハ
、
和
歌
が
流
行
す
る
の
は
困
る
と
云
ふ
様
な
事

を
云
ハ
れ
た
。
然
し
兎
も
角
、
京
都
は
あ
ゝ
云
ふ
土
地
で
も
あ
り
し
た
も
の
で
、
頻
り
ニ
和
歌
が
起
っ
た
。

新
島
先
生
は
察
す
る
処
、
私
共
の
居
っ
た
時
に
も
考
へ
が
変
っ
た
と
思
ふ
。
初
め
は
ミ
ッ
シ
ョ
ンschool

で
や
っ
て
行
こ
う

と
思
ふ
て
居
た
。
然
し
あ
の
人
は
根
が
国
士
の
考
へ
を
以〔

持
〕て
居
る
か
ら
、
次
第
ニ
他
の
方
面
ニ
延
び
る
様
ニ
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

と
云
ふ
議
論
が
起
っ
て
来
た
。
私
の
居
っ
た
十
五
六
年
頃
か
ら
、
其
の
考
へ
が
非
常
ニ
盛
ニ
な
っ
て
来
て
居
ら
れ
た
と
思
ふ
。

小
野
英
二
郎
に
よ
る
と
新
島
襄
は
当
初
、
和
歌
の
流
行
に
困
っ
た
と
漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
新
島
襄
が
詠
ん
だ
和
歌
は
残
っ
て

い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
後
、
十
余
年
は
学
校
経
営
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
詠

ま
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
し
か
し
亡
く
な
る
数
年
前
頃
か
ら
ま
た
詠
む
よ
う
に
な
り
、
明治二十



三
年（一


八
九
〇
）
亡
く
な
る
直
前
に
は
、
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九
四

詠
ん
だ
和
歌
を
療
養
先
の
大
磯
か
ら
八
重
に
送
っ
て
、
そ
の
添
削
を
清風

に
頼
ん
で
い
る（
（1
（

。
清風

が
即
座
に
斧
正
し
た
そ
の
和
歌

は
八
重
か
ら
襄
へ
返
さ
れ
、「
池袋

様
よ
り
御
直
し
被
下
候
分
は
逐
て
気
分
の
む
き
た
る
時
に
半
切
に
大
書
す
へ
く
候
」
と
の
返
事

が
さ
ら
に
八
重
に
返
さ
れ
た
が
、
大
書
す
る
間
も
な
く
永
眠
す
る
こ
と
と
な
り
、
静
風
の
斧
正
前
の
も
の
が
、
新
島
襄
が
詠
ん
だ
最

後
の
和
歌
と
な
っ
た（

（1
（

。

池袋清風



に
よ
る
同
志
社
英
学
校
で
の
和
歌
の
流
行
は
、
新
島
襄
の
目
指
し
た
自
由
教
育
の
、
あ
る
一
面
を
示
し
て
い
る
よ
う
で

も
あ
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
学
生
を
受
容
す
る
同
志
社
英
学
校
の
校
風
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
1
）『
創
設
期
の
同
志
社
―
卒
業
生
た
ち
の
回
想
録
―
』（
同
志
社
社
史
資料

室
編
集
・
発
行
、
一
九
八
六
年十二


月
）二

四
二
ペ
ー
ジ
。

（
2
）
大
阪
泰
西
学
館
で
学
び
、
汽
船
業
社
に
勤
め
た
高
田
増
平
が
、
明治

三
十
四
年
に
交
友
関
係
の
あ
る
二十

人
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
予
が
二十

詞
友
」

の
中
に
葛
岡
龍
吉
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
（「
高
田
増
平
資料

館
」http://takatam

asuhei.w
eb.fc2.com

/yoga20.htm
/

二
〇
二二年二



月
八
日

閲
覧
）。
そ
れ
に
よ
る
と
「
其
同
志
社
不
平
党
ニ
与
ミ
シ
テ
退
学
セ
シ
ヨ
リ
（十

八
年
の
…
）」
と
書
か
れ
、
葛
岡
は
明治十


八
年
に
退
学
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
在
学
中
に
池袋清風



の
門
下
生
と
し
て
香
川
流
歌
道
を
修
め
、
雅
名
が
「
道
香
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
明治十


七
年
の
池袋清



風日記


に
は
、十一

月
一日

に
葛
岡
龍
吉
が
和
歌
を
学
び
た
い
と
来
訪
し
た
の
で
会
詠
に
加
入
す
る
よ
う
告
げ
た
と
あ
る
。
明治二十



七
年
刊
行
の『
浅

瀬
の
波
』
第
二
篇
下
に
「
大
阪　

葛
岡
道
香
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
葛
岡
龍
吉
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）『
山
陽
新
報
』
明治

三
十
四
年
七
月
二十

七
日・二十



八
日・

八
月
二日・


三
日・

四
日・

七
日・

八
日・十日・十





三
日・十


五
日・十


七
日・


二十二日



に
掲
載
。

（
4
）明治


三
十二年


に
鹿
児
島
県
都
城
町
に
基
督
教
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
書
記
会
計
を
清風

が
担
当
す
る
に
際
し
て
県
庁
へ
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
の
原

稿
を
正
宗
敦
夫
が
書
写
し
、『
山
陽
新
報
』
に
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
。

（
5
）『
山
陽
新
報
』
明治

三
十
四
年
七
月
二十

八
日
。
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九
五

（
6
）
湯
浅
吉
郎
著
「
同
志
社
初
期
の
文
學
」
の
「
池袋清風



氏
と
和
歌
の
研
究
」（『
同
志
社
文
學
』
第
四
号
、
一
九
二
九
年一

月
）。

（
7
）『
創
設
期
の
同
志
社
―
卒
業
生
た
ち
の
回
想
録
―
』（
同
志
社
社
史
資料

室
編
集
・
発
行
、
一
九
八
六
年十二


月
）
山
本
徳
尚
、
村
上
小
源
太
、
新
原

俊
秀
、
近
藤
賢
二
、
蔵
原
惟
郭
、
三
宅
驥
一
、
児
玉
亮
太
郎
、
葛
岡
龍
吉
、
小
野
英
二
郎
ら
が
池袋清風



に
つ
い
て
回
顧
し
て
い
る
。

（
8
）
同
右
、
三
一
〇
ペ
ー
ジ
。
小
野
英
二
郎
の
回
想
。

（
9
）『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
四
巻
（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
著
、
昭
和
三
十一年


九
月
）

（
10
）『
同
志
社
大
正
十
三
年
度
報
告
』（A

4/4

－1/1924

）
同
志
社
社
史
資料

セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

（
11
）「
近
代
化
過
程
に
お
け
る
伝
統
文
学
―
池袋清風



の
英
学
と
和
歌
―
」（
河
野
仁
昭
著
『
人
文
科
学
』、
一
〇
号
、
一
九
七
九
年十二


月
）
に
お
い
て

河
野
氏
は
、
典
拠
資料

と
し
て
「
池袋清風日記




　

明治二十二年」






を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
考
の
六
年
後
に
発
行
さ
れ
た
『
池袋清風日記




　

明治十


七
年　

上
』（
同
志
社
社
史
資料

室
編
・
発
行
、
一
九
八
五
年
三
月
）
の
「
注
記
に
か
え
て
―
池袋清風



と
そ
の
「
日記」


―
」
で
は
日記

が

明治十


七
年
と
二十

八
年
の
二
冊
の
み
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
明治二十二年日記







は
「
日記」


と
は
認
識
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
か
。

（
12
）「
第
二
公
会
録
事
」『
新
島
襄
全
集
２　

宗
教
編
』（一

九
八
三
年
七
月
、
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
）。

（
13
）『
同
志
社
山
脈
―
１
１
３
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
―
』（
学
校
法
人
同
志
社
・
同
志
社
山
脈
編
集
委
員
会
編
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
三
年一

月
）。
小
野

英
二
郎
は
明治十


七
年（一


八
八
四
）十一


月
に
オ
ベ
リ
ン
大
学
に
留
学
す
る
ま
で
同
志
社
英
学
校
で
学
ん
だ
。

（
14
）『
創
設
期
の
同
志
社
―
卒
業
生
た
ち
の
回
想
録
―
』（
同
志
社
社
史
資料

室
編
集
・
発
行
、
一
九
八
六
年十二


月
）
三
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
15
）『
新
島
襄
の
短
歌
―
和
歌
的
発
想
と
短
歌
的
発
想
―
』（
安
藤
敏
隆
著
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

（
16
）池袋清風




著
「
新
島
襄
先
生
の
和
歌
」（『
国
民
之
友
』
第
一
〇
八
号
、
明治二十



四
年二

月
）。

（
17
）
こ
の
顛
末
に
つ
い
て
は
「
新
島
襄
の
「
い
し
か
ね
も
」
歌
雑
考
」（
吉
海
直
人
著
、
新
島
八
重
顕
彰
会https://yaenk.sakura.ne.jp/archives/

yaekouza/1723/

二
〇
二二年二



月
八
日
閲
覧
）
に
詳
し
い
。
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九
六

凡
例・�

和
歌
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
同
じ
和
歌
で
も
細
部
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
作
者
が
意
図
的
に
変
更
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
記
載
の
ま
ま
記
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
な
誤
字
、
衍
字
、
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
右
傍
に
「（
マ
マ
）」
も
し
く
は

正
し
い
字
を
（　

）
に
入
れ
て
付
し
た
。

・�

見
せ
消
し
に
つ
い
て
は
、
左
傍
に
「
〻
」
印
を
付
し
、
右
傍
に
訂
正
さ
れ
た
字
を
示
し
た
。
た
だ
し
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
何

文
字
入
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
抹
消
に
つ
い
て
は

で
示
し
た
。

・�

作
者
が
文
中
で
故
意
に
空
け
て
い
る
空
白
部
分
に
つ
い
て
は
「（
マ
マ
）」
で
示
し
た
。

（
表
紙
）

「
明治二十二年





以
降

池袋清風日記」







明治二十年




六
月
十
五
日
京
都
に

て
昨
冬
十二

月
二十

八
日
新
社
中
の

一
名
東
京
麻
布
の
津
田
次
郎
氏

の
乞
を
今
日
書
き
黄
昏
本
人
に

渡
す
但
右
短
冊
中
下
に
爪
し
る

し
の
十
首
は
旧
東
京
下
田
女
学
校

生
徒
相
模
小
田
原
の　

（
マ
マ
）

に
お
く
る
へ
し
と
そ
は
此
女
既
に
兄
の

元
親
よ
り
吾
短
尺
一二

葉
を
得
な
を

も
ほ
し
き
ふ
り
な
り
し
よ
し

山
残
雪
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九
七

は
る
霞
立
そ
め
し
よ
り
か
す
か
山

雪
の
ひ
か
り
も
の
と
け
か
り
け
り

山
家
子
規

賎
の
男
か
畑
の
大
麦
色
つ
き
て

な
き
こ
そ
わ
た
れ
山
ほ
と
ゝ
き
す

故
郷
月

故
郷
の
板
井
の
清
水
の
月
す
め
は

む
か
し
の
か
け
も
薄
れ
け
る
か
な

山
寒
月

玉
つ
る
き
も
ろ
は
の
山
に
露
見
へ
て

い
た
く
も
さ
ゆ
る
冬
の
夜
の
月

右
短
冊
四
葉
明治二十年




五
月

十
五
日
京
都
に
て
五
月
八
日
同
志
社

一年

生
肥
後　

（
マ
マ
）
の
北
里　
（
マ
マ
）
の

乞
を
今
日
書
き
津
田
に
託
し
て
お
く

り
ぬ

尾
張
な
る
中
川
常
営
君
か
還
暦
の

賀
に
寄
松
祝
と
い
ふ
事
を
出
し
は
る
〳
〵
京

都
ま
て
歌
こ
は
れ
け
れ
は

君
か
経
む
千
代
の
た
め
し
に
ひ
か
れ
て
は

ふ
た
葉
の
松
も
う
れ
し
か
る
ら
む

子
日

春
こ
と
に
ひ
け
と
も
つ
き
ぬ
小
松
原

ち
と
せ
の
種
は
神
そ
ま
く
ら
む

首
夏
水

あ
た
ら
し
く
つ
み
し
こ
の
め
に
卯
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
み
て
け
る
か
な

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
萩
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
面
か
な

み
そ
れ

ち
り
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て

み
そ
れ
ふ
る
な
り
を
か
の
へ
の
さ
と

寝
覚
恋

独
ぬ
る
あ
か
つ
き
た
る
も
あ
る
も
の
を
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九
八

み
は
て
ぬ
夢
の
さ
め
て
け
る
か
な

旅
行

古
郷
の
親
の
よ
は
ひ（

マ
マ
）お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

言
葉
書
略
す

あ
ま
つ
日
の
光
を
う
け
て
ひ
な
鶴
も

雲
ゐ
こ
ひ
し
き
音
を
や
な
ら
し
む

右
短
冊
八
葉
明治二十年




六
月

十
五
日
京
都
に
て
此
前
四
月
廿
五
日

女
学
校
に
て
一年

生
尾
張
の
名
留

歴
少
女
我
に
詠
草
斧
正
を
乞
ひ
□

（
虫
損
）

彼
地
中
川
常
営
氏
還
暦
の
賀
に

寄
松
祝
並
四
季
恋
雑
の
名
詠
を

乞
ふ
へ
き
彼
父
名
留
謙
三
郎
日

高
宗
兵
衛
久
野
艶
彦
平
野
扶

祝
な
る
四
名
の
幹
事
の
広
告
書
を

示
し
て
乞
ひ
其
後
同
志
社
男
学

校
に
あ
る
尾
張
の
生
徒
よ
り
短
尺
八

葉
を
志
垣
に
託
し
て
お
く
り
け
れ
は

五
月
末
限
な
り
し
も
今
日
書
き
翌

日
歴
女
に
渡
し
尾
張
に
送
ら
し
む

故
郷
梅

ふ
る
さ
と
の
あ
れ
し
垣
ね
の
朧
夜
に

む
か
し
恋
し
き
梅
か
香
そ
す
る

霞
中
蛙

さ
ら
科
や
姨
す
て
山
の
夕
月
夜

霞
む
田
こ
と
に
蛙
な
く
な
り

海
辺
晩
涼

さ
し
残
る
夕
日
す
ゝ
し
く
成
に
け
り

浪
う
ち
よ
す
る
浜
の
ま
つ
原

野
外
月

な
つ
か
し
き
小
萩
か
花
を
折
に
来
て

嵯
峨
野
の
奥
の
月
を
見
し
か
な

み
そ
れ

散
り
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て
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九
九

み
そ
れ
ふ
る
な
り
を
か
の
へ
の
さ
と

旅
行

ふ
る
さ
と
の
親
の
よ
は
ひ
を
お
も
へ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
な
り
け
れ

言
葉
書
略
す

し
ら
ぬ
ひ
の
心
つ
く
し
に
年
を
経
て

世
に
あ
ふ
か
ひ
も
ひ
ろ
ひ
つ
る
か
な

あ
ま
つ
日
の
光
を
う
け
て
ひ
な
鶴
も

雲
ゐ
こ
ひ
し
き
音
を
や
な
ら
し
む

右
短
冊
八
葉
明治二十年




六
月

十
五八

日
京
都
に
て
此
前
三
月
三
日
に

伊
予
松
山
の
藤
井
政
美
女
来
り
切

に
乞
ひ
し
を
他
日
東
京
に
送
る
へ
く

約
し
今
日
書
き
六
月
廿
一日

書
翰

に
在
封
し
東
京
在
本
人
に
郵
送

す
山
家
梅

し
ら
雪
は
ま
た
消
し
残
る
山
さ
と
の

垣
ね
の
道
に
梅
か
香
そ
す
る

山
家
秋
深

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
さ
ゝ
く
り
落
そ
め
て

む
ら
雨
さ
む
く
な
れ
る
秋
か
な

往
事
如
夢

は
か
な
く
も
こ
し
か
た
の
み
を
夢
に
し
て

今
は
う
つ
ゝ
と
お
も
ひ
け
る
か
な

右
三
首
明治二十年十





月
二

十
九
日
京
都
に
て
此
前
九
月
廿

四
日
備
前
岡
山
の
児
島
亀
士

ぬ
し
の
祖
母
よ
り
書
画
帖
を
送
り

吾
歌
を
乞
ひ
け
る
に
ま
か
せ
今
夕

書
て
津
田
次
郎
氏
に
託
し
同
志

社
児
島
氏
に
お
く
る

或
人
う
み
の
子
の
行
末
を
お
も
ひ

そ
か
為
に
こ
た
ひ
吉
備
の
国
よ
り



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
〇

京
都
に
住
居
を
う
つ
さ
む
と
て

歌
こ
は
れ
け
れ
は

玉
島
の
都
の
園
に
う
つ
し
植
て

ま
つ
間
ゆ
か
し
き
な
て
し
こ
の
花

右
明治二十年十





月
二十

九
日

（
短
尺
一
葉
）
此
前
同
十
四
日
備
中

高
梁
の
冨
岡
幸
助
氏
よ
り
或

人
の
京
都
に
移
住
に
つ
い
て
乞

へ
る
よ
し
を
頼
み
け
れ
は
今
夕
書
き

津
田
氏
に
託
し
て
お
く
る

明治二十年十二






月
二十

五
日
グ
リ

ー
ン
氏
明日

よ
り
京
都
発
船
路
を
印

度
洋
に
取
り
欧
州
諸
国
を
経
て
米

国
に
帰
ら
れ
け
る
別
に
お
く
り
た
る
品

の
内
扇
の
中
二
本
に
自
詠
を
書
き

た
れ
と
忘
れ
た
れ
は
爰
に
誌
さ
す

都
花

い
に
し
へ
の
な
ら
の
都
の
八
重
さ
く
ら

な
ほ
九
重
に
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

右
短
冊
一
葉
明治二十一年





四
月

廿
二日

京
都
に
て
邦
光
社
創
設

の
歌
会
に
其
兼
題
を
詠
み
津
田

次
郎
氏
出
席
に
託
し
て
出
す

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
沖
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

山
渓
白
雨
過

谷
の
戸
に
雲
を
残
し
て
晴
に
け
り

よ
川
の
奥
の
夕
立
の
あ
め

海
辺
晩
涼

さ
し
残
る
夕
日
す
ゝ
し
く
成
に
け
り

波
う
ち
よ
す
る
浦
の
ま
つ
原

右
三
首
明治二十一年





五
月
一日




「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
一

京
都
に
て
画
学
校
生
と
岡
山
の

松
原
某
彼
扇
に
乞
へ
る
に
任
せ

同
三
日
に
書
て
お
く
る

谷
残
雪

日
か
け
見
ぬ
よ
し
の
ゝ
谷
の
小
笹
原

花
花
の
こ
ろ
ま
て
雪
そ
残
れ
る

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
沖
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

言
葉
書
略
す

天
つ
日
の
光
を
う
け
て
ひ
な
鶴
も

〻

雲
ゐ
こ
ひ
し
き
音
を
や
な
ら
し
む

右
短
冊
五
葉
明治二十一年






四
月
廿
二日

宵
京
都
に
て
津
田

次
郎
氏
美
濃
の
北
里
某
よ
り
の

頼
（
同
志
社
二年

生
）
と
て
持
来
り

五
月
六
日
書
き
津
田
に
託
て
渡
す

夕
鶯

あ
ら
し
山
人
は
か
へ
り
し
夕
く
れ
の

花
の
こ
か
け
に
う
く
ひ
す
の
鳴

右
短
冊
一
葉
明治二十一年






五
月
初
に
此
前
邦
光
社
当

座
題
を
詠
し
た
る
を
書
き
し
に

不
出
来
に
て
同
六
日
津
田
氏
に

お
く
る

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
二

谷
残
雪

日
か
け
見
ぬ
よ
し
の
ゝ
谷
の
小
笹
原

は
な
の
こ
ろ
ま
て
雪
そ
残
れ
る

山
家
子
規

賎
の
男
か
畑
の
大
麦
色
つ
き
て

な
き
こ
そ
わ
た
れ
山
ほ
と
ゝ
き
す

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
萩
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
面
か
な

右
極
麁
短
冊
四
葉
明治

廿

一年

七
月
一日

京
都
に
て
宿
妻

青
山
某
去
年
の
頃
よ
り
乞
ひ

た
る
を
書
き

寄
道
述
懐

草
も
木
も
神
の
さ
か
え
を
見
す
る
世
に

く
ら
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
也
け
り

輩
の
つ
み
に
ひ
か
れ
て
と
も
す
れ
は

人
を
う
し
と
も
お
も
ひ
け
る
か
な

明治十


四
年一

月
京
都
に
て
肥
後

の
花
岡
山
記
念
会
催
し
け
る
時

神
の
為
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
友
手
と
り

な
き
し
む
か
し
を
お
も
ふ
け
ふ
か
な

あ
る
友
の
九
州
に
伝
道
に
も
の
し
け

る
前
に
歌
こ
ひ
け
れ
は

ま
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
し
の
海
に
網
曳
て

神
に
さ
ゝ
け
む
た
ま
を
得
よ
友

明治十


七
年
三
月
京
都
に
て
く

す
し
き
神
の
恵
を
う
け
し
時

神
の
ひ
く
お
さ
な
心
に
か
へ
り
な
は

あ
ま
つ
異
国
は
め
の
前
に
し
て

あ
る
都
の
友
よ
り
世
に
あ
ら
む
限
り

守
る
へ
き
を
し
へ
の
歌
を
と
乞
け
れ

し
も
か
ゝ
る
は
我
こ
と
き
も
の
ゝ
よ

み
う
へ
き
に
も
あ
ら
ね
は

か
ね
て
よ
り
な
れ
し
此
世
も
今
は
と
て



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
三

別
る
ゝ
時
の
こ
ゝ
ろ
と
も
か
な

右
短
冊
六
葉

遠
山
残
雪

は
な
か
す
み
立
そ
め
し
よ
り
か
す
か
山

雪
の
ひ
か
り
も
の
と
け
か
り
け
り

関
路
花

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

首
夏
水

卯あ
た
ら
し
く

の
花
の
つ
み
し
木
の
め
に
う
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
て
け
る
か
な

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
萩
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
お
も
か
な

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

名
所
瀧

〻

〻

〻

〻

那
智
の
山
ふ
り
さ
け
見
れ
は
し
ら
雲
の

な
か
る
は
た
き
の
し
ふ
き
也
け
り

右
短
冊
六
葉

風
前
落
花

こ
こ
ろ
あ
り
て
風
も
ふ
け
は
か
我
窓
の

硯
の
海
に
花
の
ち
る
ら
む

首
夏
水

あ
た
ら
し
く
つ
み
し
木
の
め
に
う
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
て
け
る
か
な

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

澗
声
幽

我
山
は
お
り
立
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
音
そ
聞
ゆ
る

右
短
冊
四
葉
茶
人
の
頼

右
三
名
分
即
短
冊
十
六
葉
明

治二十一年




七
月
一日

此
前
五
月



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
四

十二日


同
志
社
別
課
神
学
生
今

治
の
竹
内
甚
吉
氏
の
乞
に
て
今

日
書
き
今
夜
津
田
氏
に
託
し
て
渡

す
明日

帰
郷
の
よ
し

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

澗
声
幽

我
山
は
お
り
立
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

右
短
冊
二
葉
明治二十一年





七
月

一日

京
都
に
て
去
年十二


月
六
日

同
志
社
生
徒
岡
山
の
野
津
虎

太
郎
氏
の
乞
に
て
今本

日
書
き
翌

日
木
山
厳
太
郎
氏
の
帰
便
に
託
し

本
人
に
渡
さ
し
む
そ
は
本
人
は
前
日

帰
郷
（
六
月
卅
日）

な
れ
は
也

〻

山
家
梅

し
ら
雪
は
ま
た
消
残
る
山
さ
と
の

垣
ね
の
道
に
梅
か
香
そ
す
る

山
落
花

さ
き
ぬ
と
も
し
ら
て
過
に
し
足
曳
の

山
の
か
ひ
よ
り
散
る
さ
く
ら
か
な

首
夏
水

あ
た
ら
し
く
つ
み
し
木
の
め
に
う
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
て
け
る
か
な

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

山
秋
夕

高
ね
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら

や
ま
道
寒
し
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

秋
の
う
た
の
中
に

さ
を
鹿
の
声
ふ
き
お
ろ
す
松
風
に

紅
葉
ち
り
来
る
山
の
へ
の
さ
と



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
五

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

辞
書
略
く

あ
ま
つ
日
の
光
を
う
け
て
ひ
な
鶴
も

雲
ゐ
こ
ひ
し
き
音
を
や
な
ら（

マ

むマ
）

旅
行

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

澗
声
幽

我
山
は
お
り
立
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
音
そ
聞
ゆ
る

会
津
白
虎
隊
の
か
た

い
く
は
く
の
袖
の
な
み
た
に
や
と
る
ら
む

飯
も
り
山
の
弓
は
り
の
月

右上短
冊
十二

葉
津
田
次
郎
ぬ
し

よ
り
其
伯
母
即
徳
川
亀
之
助

君
の
母
に
進
上
用

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
初
は
な

関
路
花

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
か
な

あ
る
と
し
の
夏
大
隅
の
国
な
る
さ
く
ら

嶋
の
温
泉
に
も
の
し
け
る
時

か
り
ね
す
る
海
人
か
賎
や
の
明
か
た
に

山
ほ
と
ゝ
き
す
初
音
な
く
な
り

山
秋
夕

高
ね
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
六

山
道
さ
む
し
あ
き
の
ゆ
ふ
く
れ

あ
る
と
し
の
秋
三
輪
長
行
佐
藤
こ

れ
の
り
う
ち
つ
れ
高
雄
の
紅
葉
見
に

も
の
し
て
帰
ら
ん
と
す
る
道
す
か
ら

し
く
れ
の
ふ
り
け
れ
は

さ
し
て
行
き
ぬ
笠
山
は
あ
り
な
か
ら

し
く
れ
に
ぬ
れ
て
帰
る
け
ふ
か
な

山
家
落
葉

も
す
鳴
て
夕
日
き
え
行
山
さ
と
の

垣
ね
さ
ひ
し
く
散
る
も
み
ち
か
な

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

あ
る
友
の
旅
立
し
け
る
と
き

さ
つ
ま
か
た
君
か
こ
き
出
し
あ
し
た
よ
り

こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
沖
つ
し
ら
な
み

明治十


四
年一

月
京
都
に
て
肥
後
の

花
岡
山
記
念
会
催
し
け
る
と
き

道
の
為
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
友
手
と
り

な
き
し
む
か
し
を
お
も
ふ
け
ふ
か
な

澗
声
幽

我
山
は
お
り
立
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

お
も
ふ
友
な
る

津
田
久
之
か
東
の
都
に
帰
る
わ
か
れ

に

な
か
ら
へ
て
ま
た
あ
は
む
日
を
契
り
て
も

さ
た
め
な
き
世
に
別
れ
け
る
か
な

右
短
冊
十二

葉
津
田
次
郎
ぬ
し

東
京
江
帰
り
諸
知
己
江
進
呈
用

右
前
後
二十

四
葉
明治二十一年






七
月
一日

京
都
に
て
同
志
社
五
年

卒
業
生
吾
社
中
熱
心
の
一
名
東

京
麻
布
津
田
次
郎
氏
明日

よ

り
東
京
江
帰
郷
に
付
乞
は
れ
今
日

夕
よ
り
夜
に
か
け
書
て
お
く
る



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一
〇
七

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
み
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
初
花

谷
残
雪

日
影
見
ぬ
よ
し
の
ゝ
谷
の
小
笹
原

は
な
の
こ
ろ
ま
で
雪
そ
残
れ
る

水
辺
柳

立
な
ら
ふ
や
な
き
か
本
に
来
て
見
れ
は

野
川
の
水
の
な
か
れ
也
け
り

関
路
花

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

霞
中
蛙

さ
ら
科
や
姨
す
て
山
の
夕
月
夜

か
す
む
田
こ
と
に
蛙
な
く
な
り

首
夏
水

あ
た
ら
し
く
つ
み
し
木
の
め
に
う
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
て
け
る
か
な

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

海
辺
晩
涼

さ
し
残
る
夕
日
す
ゝ
し
く
成
に
け
り

浪
う
ち
よ
す
る
浦
の
ま
つ
原

山
寺
蜩

山
寺
の
杉
の
は
や
し
の
夕
く
れ
に

な（
マ
マ
）な
ほ
ひ
く
ら
し
の
声
そ
聞
ゆ
る

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
は
き
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
お
も
か
な

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

秋
の
う
た
の
中
に

く
れ
竹
の
ふ
し
み
の
わ
さ
田
色
付
て

雁
そ
な
く
な
る
秋
き
ぬ
ら
し
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一
〇
八

秋
山
家

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
柿
色
つ
き
て

と
こ
ろ
〳
〵
に
見
ゆ
る
秋
か
な

草
庵
時
雨

こ
か
ら
し
の
音
さ
え
わ
た
る
み
よ
し
の
ゝ

す
ゝ
の
し
の
や
に
し
く
れ
ふ
る
也

江
水
鳥

難
波
江
の
あ
し
分
け
小
舟
水
と
り
の

い
く
た
の
夢
の
お
と
ろ
か
す
ら
む

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

あ
る
友
の
旅
立
し
け
る
と
き

さ
つ
ま
か
た
君
か
こ
き
出
し
あ
し
た
よ
り

こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
沖
つ
し
ら
な
み

あ
る
と
し
の
秋
老
た
る
父
君
と
大
和

に
も
の
し
け
る
時
布
留
川
の
橋
を
わ

た
り
て

た
ら
ち
ね
の
親
と
共
に
も
万
代
を

ふ
る
の
高
は
し
わ
た
る
け
ふ
か
な

あ
る
と
し
の
秋
天
草
灘
を
過
る
ほ

と

に
し
の
海
の
浪
路
は
る
〳
〵
く
れ
そ
め
て

夕
つ
ゝ
高
し
あ
ま
草
の
し
ま

右
短
冊
十
九
葉
明治二十一年






七
月
二日

京
都
に
て
去
年十二



月
三
日
同
志
社
生
徒
我
社
中
の
一

名
神
戸
の
畠
山
市
松
氏
の
乞
に

て
今本

日
書
き
八
月
上
旬
大
西
氏

神
戸
行
便
よ
り
送
る

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
は
き
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
お
も
か
な

秋
山
家

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
柿
色
つ
き
て

〻
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一
〇
九

と
こ
ろ
〳
〵
に
見
ゆ
る
秋
か
な

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

右

短
冊
三

葉
明治二十一年





八
月
廿
二日


此
前
よ
り
大
西
明
ぬ
し
の
父
の

乞
に
て
今
日日

枝
の
山
寺
に
て

認
め
明
ぬ
し
に
お
く
る

明治

廿
一年

の
秋
教
の
友
な
る

留
岡
君
か
丹
波
へ
伝
道
に
も
の
し

け
る
前
に
歌
こ
は
れ
け
れ
は

大
江
山
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の
鬼
か
り
に

か
み
の
釼
を
わ
す
る
な
よ
君

右
短
冊
一
葉
明治二十一年





九

月
五六

日
此
前
八
月
山
寺
に
て
留

岡
氏
乞
は
れ
昨
夜
詠
み
今当

日
書

〻

き
七
日
柴
原
氏
に
託
し
て
お
く
る

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
う
め
の
は
つ
花

水
辺
晩
凉

水
底
の
月
か
け
ふ
み
て
う
ち
わ
た
る

野
川
の
く
れ
そ
凉
し
か
り
け
る

秋
山
家

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
柿
色
つ
き
て

と
こ
ろ
〳
〵
に
見
ゆ
る
秋
か
な

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

旅
行

古
郷
の
親
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

右
短
冊
五
葉
明治

廿
一年

九
月
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一一

〇

廿
七
日
伊
与（
予
）今
治
の
商
人
彼
地
の
人

こ
の
求
に
供
ふ
へ
し
と
て
乞
ひ
け
れ
は

其
夜
書
き
翌
日
お
く
る

関
路
花

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

霞
中
蛙

さ
ら
科
や
姨
捨
山
の
夕
月
夜

霞
む
田
こ
と
に
蛙
な
く
也

水
郷
夏
月

か
や
り
火
の
け
ふ
り
な
か
る
ゝ
里
川
の

浪
間
に
う
か
ふ
月
の
影
か
な

野
外
月

な
つ
か
し
き
小
萩
か
花
を
折
に
来
て

嵯
峨
野
の
奥
の
月
を
見
し
か
な

島
秋
夕

よ
る
浪
の
外
に
は
音
も
な
か
り
け
り

は
な
れ
小
嶋
の
秋
の
夕
く
れ

草
庵
時
雨

こ
か
ら
し
の
音
さ
え
わ
た
る
み
よ
し
の
ゝ

す
ゝ
の
し
の
や
に
し
く
れ
ふ
る
也

高
千
穂
山
の
奥
な
る
温
泉
に
云
々

い
く
た
ひ
の
か
り
ね
の
夢
に
さ
は
る
ら
む

峯
の
ま
つ
か
せ
谷
川
の
水

山
家
水

瓢
た
に
す
て
ゝ
汲
に
し
仙
人
画

こ
ゝ
ろ
て
む
す
ふ
山
の
井
の
水

右
短
冊
八
葉
明治二十一年十







月
十
四
日
去
十二日


下
京
綾
小
路

新
町
西
入
市
田
久
助
方
よ
り
手

紙
来
り
内
に
伊
予
今
治
の
商

人
木
村
与
平
の
手
紙
あ
り
先
日

頂
戴
の
御
短
尺
は
所
望
の
人
多
く

て
足
り
不
申
候
付
再
御
認
め
云
々

に
任
せ
今
日
書
き
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或
人
多
く
の
石
亀
の
か
た
に
讃
を

乞
ひ
け
れ
は

あ
し
た
つ
の
千
と
せ
は
い
は
し
い
は
亀
の

八
百
萬
代
を
わ
れ
は
し
め
た
る

右
明治二十一年十二







月
廿
五
日

伊
与（

予
）の
今
治
の
木
村
与
平
来
り
て

唐
紙
の
金
紙
に
大
小
七
つ
の
石
亀
を

画
き
た
る
を
出
し
此
画
師
よ
り
清

風
君
に
讃
を
乞
へ
と
い
へ
り
と
て
乞

ひ
け
れ
は
や
か
て
詠
み
同
廿
七
日

木
村
に
渡
し
ぬ

明治十


四
年
の
春
京
都
に
て
肥
後

の
花
岡
山
記
念
会
催
し
け
る
時

道
の
為
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
友
手
と
り

な
き
し
む
か
し
を
お
も
ふ
け
ふ
か
な

い
つ
く
ま
て
う
き
世
の
塵
を
払
ふ
ら
ん

花
岡
山
の
は
る
の
初
か
せ

右
二
葉
は
今
治
の
蜂
谷
某
の

乞
の
由
右
も
て
伝
道
す
る
云
々

寄
道
迷
信

な
に
と
な
し
う
れ
し
く
成
ぬ
世
の
中
の

千
々
の
お
も
ひ
も
神
に
ま
か
せ
て

右
一
葉
路
に
迷
ひ
た
る
人
の
再
ひ

神
に
立
帰
り
た
る
に
お
く
る
と

右
短
尺
三
葉
明治

廿
二年二


月

十日

先
日
別
科
神
学
生
竹
内
甚
吉

氏
よ
り
乞
は
れ
今
日
書
き
て
お
く
る

く
れ
竹
の
ふ
し
み
の
わ
さ
田
色
つ
き
て

雁
そ
な
く
な
る
秋
き
ぬ
ら
し

右
雁
な
と
画
き
た
る
唐
紙
半

折
の
傍
に
讃
を
と
明治二十一





年十二


月
廿
五
日
伊
与（

予
）今
治
の
商

人
の
乞
に
任
せ
同
二十二年二




月

廿
八
日
夕
に
書
き
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萬
代
の
春
の
は
し
め
の
さ
ち
竹
の

は
な
は
こ
か
ね
の
色
に
出
に
け
り

右
前
行
同
時
同
人
唐
紙
挟

金
紙
に
福
寿
草
と
小
松
を
画

き
た
る
に
賛（

讃
）を
と
乞
へ
る
に
任
せ

同
二
月
廿
八
日
夕
に
書
き

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
は
き
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
面
か
な

右
前
行
同
時
同
人
唐
紙
小
片
に

書
画
帖
用
也
と
て
萩
の
歌
を
と

乞
は
る
に
任
せ
同
二
月
廿
八
日
夕

に
書
き

山
家
梅

し
ら
雪
は
ま
た
き
え
残
る
山
さ
と
の

垣
ね
の
道
に
梅
か
香
そ
す
る

谷
残
雪

日
影
見
ぬ
よ
し
の
ゝ
谷
の
小
笹
原

は
な
の
こ
ろ
ま
て
雪
そ
残
れ
る

首
夏
藤

白
樫
の
み
つ
枝
す
ゝ
し
き
梢
よ
り

う
ち
な
ひ
く
也
藤
浪
の
花

あ
る
と
し
の
夏
大
隅
の
国
な
る
さ
く

ら
島
の
温
泉
に
も
の
し
け
る
と
き

か
り
ね
す
る
海
人
か
賎
や
の
明
か
た
に

山
ほ
と
ゝ
き
す
は
つ
音
な
く
な
り

初
秋
風

小
山
田
の
い
な
葉
な
ひ
か
し
ふ
く
風
の

み
に
し
む
秋
に
成
に
け
る
か
な

山
寺
蜩

山
寺
の
杉
の
は
や
し
の
夕
く
れ
に

な
ほ
ひ
く
ら
し
の
声
そ
聞
ゆ
る

夕
時
雨

山
の
端
に
か
た
ふ
く
夕
日
た
ち
ま
ち
に
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三

き
え
ぬ
と
見
れ
は
し
く
れ
ふ
る
也

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
お
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

右
短
冊
八
葉
前
の
画
賛（

讃
）等
と

同
時
同
人
の
乞
に
て
二
月
廿
八
日

夜
書
き

春
曙

ほ
の
〳
〵
と
邦
の
光
も
に
ほ
ふ
か
な

ひ
ら
け
行
世
の
は
る
の
明
ほ
の

散
る
花
は
か
す
か
に
見
へ
て
大
井
川

山
も
と
く霞

む
ら
し
は
る
の
あ
け
ほ
の

右
短
冊
二
葉
明治

廿
二年

四

月
十
八
日
認
め
廿
日
朝
湯
谷
氏

に
託
し
遠
藤
千
胤
ぬ
し
宅
江
出

し
右
の
内
一
葉
を
明日

邦
光
社

大
歌
会
兼
題
出
詠
に
撰
は
し
む

明治

廿
二年

四
月
か
こ
し
ま
の
友
な

る
高
瀬
正
宗
ぬ
し
か
こ
た
ひ
う

つ
し
画
の
為
志
那
に
も
の
せ
む
と
て

歌
こ
は
れ
け
れ
は

も
ろ
こ
し
の
南
の
や
ま
の
仙
人
画

ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
を
写
し
て
よ
君

右
短
冊
一
葉
明治

廿
二年

四

月
二十日


夕
書
き
（
三
月
廿
六
日

鹿
児
島
高
瀬
氏
よ
り
一
封
に
て
乞

へ
り
）

あ
る
人
の
賀
に
松
千
年
之
友
と

い
へ
る
題
に
て
歌
こ
は
れ
け
れ
は

千
代
を
経
む
君
よ
り
友
と
見
る
な
ら
は

な（
マ
マ
）

ら
は

ま
つ
の
こ
ゝ
ろ
も
嬉
し
か
ら
ま
し

右
短
冊
一
葉
明治

廿
二年

四

月
二十日


夕
書
き
（
去
二日

徳
冨
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一一

四

氏
父
上
来
訪
に
て
乞
へ
り
）

さ
き
か
け
て
ひ
ら
け
行
世
に
か
を
ら
な
ん

文
の
は
や
し
の
梅
の
初
花

右
短
冊
二
葉
明治

廿
二年

四

月
二十日


夕
書
き
（
去
七
日
大

西
明
ぬ
し
下
鴨
小
学
校
試
験

優
等
生
江
褒
賞
用
に
一
首

詠
し
て
お
く
れ
と
乞
へ
り
）
同
廿

一日

夕
吾
不
在
間
大
西
明
氏

持
行
け
り

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
哉

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

寄
道
述
懐

な
に
と
な
く
う
れ
し
く
な
り
ぬ
世
の
中
の

千
々
の
お
も
ひ
も
神
に
ま
か
せ
て

右
短
冊
三
葉
明治二十二年





四

月
廿
二日

夕
此
前
三
月
五
日
同

志
社
別
課
生
肥
後
八
代
の
植
田

方
直
氏
乞
に
て
今
日
書
き
て

お
く
る
尤　

（
マ
マ
）
の
信
者
の
乞
ひ

た
る
よ
し

海
辺
晩
涼

さ
し
残
る
夕
日
す
ゝ
し
く
成
に
け
り

浪
う
ち
よ
す
る
浦
の
ま
つ
原

水
辺
新
樹
風

谷
陰
の
若
葉
を
わ
た
る
朝
風
に

し
ゐ
の
花
ち
る
山
の
井
の
水

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て
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五

は
か
た
の
沖
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

右
短
冊
三
葉
明治二十二年





六

月
八
日
東
山
若
王
子
に
て
社
中

懇
親
会
の
時
同
志
社
二年

生
尾

張
名
古
屋
の
兼
松
亀
吉
郎
の

乞
に
て
即
茶
屋
の
粗
硯
墨
悪

筆
を
以
て
書
き
て
お
く
る

首
夏
水

あ
た
ら
し
く
つ
み
し
木
の
め
に
う
の
花
の

垣
ね
の
水
を
汲
み
て
け
る
か
な

言
葉
書
略
す

か
り
ね
す
る
あ
ま
か
賎
や
の
明
か
た
に

山
ほ
と
ゝ
き
す
初
音
な
く
な
り

樗

五
月
雨
の
あ
め
の
は
れ
間
を
ふ
く
風
に

あ
ふ
ち
花
ち
る
庭
の
お
も
か
な

雨
後
蛍

む
ら
雨
の
な
こ
り
の
露
も
か
く
ち
り
て

軒
の
し
の
ふ
に
と
ふ
ほ
た
る
か
な

水
辺
蛍

く
ち
な
し
の
花
も
か
を
り
て
池
水
の

岩
間
す
ゝ
し
く
と
ふ
ほ
た
る
か
な

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
影
ふ
み
て
う
ち
わ
た
る

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
か
り
け
る

折
に
ふ
れ
た
る

若
竹
の
な
ひ
く
ひ
ま
よ
り
見
ゆ
る
哉

夕
た
ち
は
れ
し
峰
の
ま
つ
原

右
短
冊
七
葉
前
行
同
時
予
備

生
肥
後
の
柚
原
熊
二
郎
の
乞
に
て

即
座
に
書
て
お
く
る

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

関
路
花
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六

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

水
辺
新
樹
風

谷
陰
の
若
葉
を
わ
た
る
朝
風
に

し
ゐ
の
花
ち
る
山
の
井
の
水

海
辺
晩
涼

さ
し
残
る
夕
日
す
ゝ
し
く
成
に
け
り

浪
う
ち
よ
す
る
浦
の
ま
つ
原

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

山
家
秋
深

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
さ
ゝ
栗
落
そ
め
て

む
ら
雨
さ
む
く
な
れ
る
秋
か
な

連
山
雪

あ
た
こ
よ
り
ひ
え
に
つ
ら
な
る
北
山
の

高
ね
を
し
な
み
ふ
れ
る
し
ら
雪

森
寒
月

こ
か
ら
し
の
杜
の
落
葉
に
霜
見
へ
て

さ
え
こ
そ
わ
た
れ
在
明
の
月

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

述
懐

分
け
迷
ふ
う
き
世
の
あ
ら
野
我
か
け
の

な
か
き
を
見
れ
は
月
か
た
ふ
き
ぬ

右
短
冊
十
葉
明治二十二年





六

月
廿
六
日
夜
昨
年十二


月
九
日
同

志
社
五
年
生
我
第
三
社
中
の
一
名

和
泉
岸
和
田
の
鈴
木
左
馬
次
郎
氏

の
乞
に
て
今
夜
書
き
同
廿
八
日
の

朝
本
人
に
渡
す

旅
宿
梅

ふ
る
さ
と
の
妹
か
垣
ね
は
い
か
な
ら
む

旅
ね
の
床
に
梅
か
香
そ
す
る
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一一

七

山
渓
白
雨
過

谷
の
戸
に
雲
を
残
し
て
晴
に
け
り

よ
川
の
奥
の
夕
立
の
あ
め

山
秋
夕

た
か
根
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら

山
道
さ
む
し
あ
き
の
夕
く
れ

草
庵
時
雨

こ
か
ら
し
の
音
さ
え
わ
た
る
み
よ
し
の
ゝ

す
ゝ
の
し
の
や
に
し
く
れ
ふ
る
也

右
短
冊
四
葉
明治

廿
二年

六

月
廿
八
日
本
年一

月
十
六
日
同
志

社
別
科
生
我
第
四
社
中
の
一
名
大

阪
中
之
島
久
保
荘
三
郎
の
乞
に
て

本
日
書
き
同
七
月
三
日
本
人
に
渡

す
山
家
梅

し
ら
雪
は
ま
た
消
残
る
山
さ
と
の

垣
ね
の
道
に
梅
か
そ
す
る

海
辺
帰
雁

霞
と
も
波
と
も
わ
か
ぬ
こ
し
の
海
の

沖
に
消
行
あ
ま
つ
か
り
か
ね

雨
後
花

春
雨
の
は
れ
し
あ
し
た
の
山
の
端
に

残
れ
る
雲
は
さ
く
ら
な
り
け
り

水
辺
花

山
川
の
早
瀬
の
波
に
か
せ
見
へ
て

ち
り
ぬ
さ
く
ら
も
み
た
れ
け
る
か
な

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
か
な

春
江
花
月
夜

大
ゐ
川
入
江
に
う
か
ふ
月
か
せ
の

な
か
る
ゝ
花
に
く
も
り
け
る
か
な

水
辺
新
樹
風

谷
陰
の
若
葉
を
わ
た
る
朝
風
に
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一一

八

し
ゐ
の
花
ち
る
山
の
井
の
水

山
家
子
規

賎
の
男
か
畑
の
大
麦
色
つ
き
て

な
き
こ
そ
わ
た
れ
山
ほ
と
ゝ
き
す

夕
蛍

夕
に
〳
〵
月
は
照
ら
さ
ぬ
山
か
け
の

浅
沢
水
に
と
ふ
ほ
た
る
か
な

酷
暑

水
無
月
の
の
に
そ
ひ
え
し
雲
の
峯

も
え
た
つ
は
か
り
見
ゆ
る
け
ふ
か
な

雨
後
晩
涼

夕
立
の
す
き
し
岡
へ
の
松
蔭
の

岩
も
る
水
は
汲
ま
す
と
も
よ
し

故
郷
秋
風

し
の
す
ゝ
き
ほ
に
あ
ら
は
れ
て
古
郷
の

あ
れ
し
垣
ね
に
秋
風
そ
ふ
く

月
前
萩

は
き
に
の
み
ふ
く
と
お
も
ひ
し
秋
風
に

月
は
く
ま
な
く
成
に
け
る
か
な

名
所
萩

機
織
の
声
す
る
な
へ
に
く
た
ら
野
の

は
き
は
に
し
き
と
な
り
に
け
る
か
な

山
秋
夕

高
ね
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら

山
陰
さ
む
し
あ
き
の
夕
く
れ

故
郷
月

古
郷
の
板
井
の
清
水
月
す
め
は

む
か
し
の
影
も
う
か
ひ
け
る
か
な

秋
の
う
た
の
中
に

さ
を
鹿
の
声
ふ
き
お
ろ
す
松
風
に

紅
葉
ち
り
く
る
山
の
へ
の
さ
と

月
前
時
雨

うう

□き

雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
哉

山
家
落
葉

も
す
な
き
て
夕
日
消
行
山
さ
と
の

〻

〻
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一一

九

垣
ね
さ
ひ
し
く
散
る
も
み
ち
か
な

み
そ
れ

散
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て

み
そ
れ
ふ
る
な
り
を
か
の
へ
の
さ
と

冬
の
日
京
都
に
て
こ
し
路
の
友
に

か
は
り
て

雪
ふ
れ
は
お
も
ひ
は
出
る
ふ
る
さ
と
の

こ
し
の
し
ら
山
佐
渡
の
逢
山

江
寒
月

千
と
り
な
く
な
こ
の
入
江
の
水
の
面
に

こ
ほ
り
は
て
た
る
月
の
か
け
か
な

明治十


四
年一

月
京
都
に
て
肥
後
の

花
岡
山
記
念
会
の
時

い
つ
く
ま
て
う
き
世
の
ち
り
を
払
ふ
ら
ん

花
を
か
山
の
は
る
の
初
か
せ

無
題

ひ
と
こ
ゝ
ろ
浅
茅
の
原
の
夕
月
の

露
の
や
と
り
を
た
の
み
つ
る
か
な

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

述
懐

あ
し
曳
の
山
田
の
ひ
く
ち
穂
に
も
出
す

世
を
い
た
つ
ら
に
か
れ
む
我
身
か

山
家
水

の
か
れ
来
て
汲
む
人
も
な
き
み
代
な
れ
は

ひ
と
り
す
む
ら
ん
山
の
井
の
水

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

題
略
す

い
く
た
ひ
か
か
り
ね
の
夢
に
さ
は
る
ら
ん

峰
の
松
か
せ
谷
川
の
水

仏
教
徒

天
つ
日
の
光
あ
る
世
に
と
も
し
火
の

は
か
な
き
影
を
た
の
み
つ
る
か
な
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一二

〇

寄
道
述
懐

草
も
木
も
神
の
さ
か
え
を
見
す
る
世
に

く
ら
き
は
人
の
こ
ゝ
ろ
也
け
り

基
督
教

我
国
の
く
ら
き
を
照
ら
す
神
の
道

ひ
ら
け
行
世
の
光
な
り
け
り

奉
教
記
念
会
の
時

掛
巻
く
も
か
し
こ
き
天
の
高
御
座

み
つ
の
く
ら
ゐ
を
あ
ふ
く
け
ふ
か
な

救
世
主

罪
の
世
を
い
か
に
あ
は
れ
と
お
ほ
し
け
む

か
り
の
ま
く
ら
も
さ
た
め
か
ね
つ
ゝ

寄
道
述
懐

な
に
と
な
く
嬉
し
く
な
り
ぬ
世
の
中
の

千
々
の
お
も
ひ
も
神
に
ま
か
せ
て

た
の
む
へ
き
す
く
ひ
の
神
の
な
か
り
せ
は

い
か
に
悲
し
き
此
世
な
ら
ま
し

輩
の
つ
み
に
ひ
か
れ
て
と
も
す
れ
は

人
を
う
し
と
も
お
も
ひ
け
る
か
な

或
教
の
友
九
州
に
伝
道
せ
ん
と
て
歌

こ
ひ
け
れ
は

真
心
を
つ
く
し
の
海
に
あ
ひ
き
し
て

神
に
さ
ら
け
む
た
ま
を
得
よ
君

或
伝
道
者
に
よ
み
て
お
く
る

罪
の
海
す
く
ひ
の
船
は
出
し
よ
に

お
ほ
る
ゝ
人
の
あ
る
か
悲
し
さ

或
教
の
友
に
あ
ら
む
限
り
守
る
へ
き

歌
を
と
乞
ひ
け
る
も
か
ゝ
る
歌
は
わ
れ
ら

の
よ
み
得
へ
き
に
あ
ら
ね
は

か
ね
て
よ
り
な
れ
し
此
世
も
今
は
と
て

別
る
ゝ
時
の
こ
ゝ
ろ
と
も
か
な

ち
か
ひ
き
ゝ
ち
か
ひ
い
ふ
よ
り
ひ
と
す
し
に

神
の
を
し
へ
を
守
り
て
し
か
な

天
父

い
つ
の
世
に
し
り
つ
く
す
ら
ん
あ
め
つ
ち
の

父
な
る
神
の
大
み
め
く
み
を
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一二一



重
き
病
に
か
ゝ
り
け
る
人
歌
こ
ひ
け

れ
は

く
ち
や
す
き
身
を
は
何
せ
む
た
ま
し
ひ
の

死
な
ぬ
く
す
り
を
も
と
め
て
し
か
な

或
教
の
友
五
六
歳
の
子
に
わ
か
れ
い
た

く
悲
し
み
て
な
く
さ
め
の
歌
を
と
乞

ひ
け
れ
は

み
と
り
子
は
ま
こ
と
の
父
に
め
て
ら
れ
て

天
津
み
そ
の
ゝ
花
や
見
な
ら
む

同
志
社
な
る
学
の
館
建
築
に
つ
き

定
礎
式
の
時

石
す
え
は
あ
ま
つ
み
国
に
す
ゑ
て
け
り

よ
し
や
ま
な
ひ
の
道
し
ら
ぬ
身
も

基
督
さ
ま
り
あ
の
女
に
道
を
語
り
給

へ
る
か
た

我
世
を
も
あ
す
か
の
里
に
嬉
し
き
は

岩
ゐ
の
外
の
清
水
也
け
り

は
し
め
て
京
都
本
願
寺
見
に

も
の
し
け
る
時

瓦
屋
に
立
な
ら
ひ
た
る
立
す
く
み

ふ
し
拝
む
世
の
悲
し
か
ら
す
や

明治十


七
年
三
月
い
ち
し
る（

マ
マ
）き
聖
霊

の
恵
を
か
ふ
り
し
時

神
の
ひ
く
お
さ
な
心
に
帰
り
な
は

天
つ
み
国
そ
め
の
ま
へ
に
し
て

右
短
冊
四
十
八
葉
明治二十二





年
六
月
廿
八
、九
、三
十日

に
か
け

本
年
三
月　

（
マ
マ
）
同
志
社
五
年
生

我
第
三
社
中
の
一
名
神
戸
の
畠
山

一
郎
氏
の
乞
に
て
書
き
同
三
十日

に

本
人
に
渡
す

関
路
花

玉
く
し
け
箱
根
の
関
の
明
か
た
に

戸
さ
せ
る
雲
は
さ
く
ら
也
け
り

山
落
花
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一二二



さ
き
ぬ
と
も
し
ら
て
過
に
し
あ
し
曳
の

山
の
か
ひ
よ
り
散
る
さ
く
ら
か
な

水
辺
新
樹
風

谷
陰
の
若
葉
を
わ
くた

る
朝
風
に

し
ゐ
の
花
ち
る
山
の
井
の
水

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

秋
の
う
た
の
中
に

く
れ
竹
の
ふ
し
み
の
わ
さ
田
色
つ
き
て

雁
そ
な
く
な
る
秋
き
ぬ
ら
し

萩
露

風
ふ
け
は
露
と
ひ
と
つ
に
秋
は
き
の

は
な
も
こ
ほ
る
ゝ
庭
の
お
も
か
な

草
菴
時
雨

こ
か
ら
し
の
音
さ
え
わ
た
る
み
よ
し
の
ゝ

す
ゝ
の
し
の
や
に
し
く
れ
ふ
る
也

み
そ
れ

散
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て

み
そ
れ
ふ
る
な
り
を
か
の
へ
の
さ
と

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

右
短
冊
九
葉
に

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

右
色
紙
二
葉
に

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
わ
た
る

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
け
り
か
る

雨
後
晩
涼

夕
立
の
す
き
し
岡
へ
の
松
蔭
の
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一二

三

岩
も
る
水
は
汲
ま
す
と
も
よ
し

山
渓
白
雨
過

谷
の
戸
に
雲
を
残
し
て
晴
に
け
り

よ
川
の
奥
の
夕
た
ち
の
雨

右
扇
三
本
に

右
明治

廿
二年

六
月
廿
七
日
同

志
社
別
課
生
信
濃
の
岡
部
太
郎

氏
の
乞
に
て
同
三
十日

書
き
其
夕

に
本
人
へ
お
く
る

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
か
な

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
沖
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
わ
た
る

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
か
り
け
る

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
あ
き
の
夕
く
れ

山
家
秋
深

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山さ

ゝ

柿く
り

落
そ
め
て

む
ら
さ
め
寒
く
な
れ
る
秋
か
な

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

み
そ
れ

散
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て

み
そ
れ
ふ
る
也
を
か
の
へ
の
さ
と

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ
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一二

四

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

言
葉
書
略
す

あ
ま
つ
日
の
光
を
う
け
て
ひ
な
鶴
も

雲
ゐ
こ
ひ
し
き
音
を
や
な
く
ら
ん

右
短
冊
十
葉
明治二十二年





六

月
三
十日

神
戸
の
川
本
辰
子
□及

二

妹
江
礼
品
と
し
て
認
め
同
七
月
四

日
五
日
本
人
等
来
訪
の
時
贈
る

谷
残
雪

日
影
見
ぬ
よ
し
の
ゝ
谷
の
小
笹
原

は
な
の
こ
ろ
ま
て
雪
そ
残
れ
る

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

山
秋
夕

た
か
根
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら

山
陰
さ
む
し
あ
き
の
夕
く
れ

〻

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

右
短
冊
四
葉
明治二十二年





七

月
一日

に
本
年一

月
三
十一日


夕
同

志
社
別
課
生
我
第
四
社
中
の
一
名

但
馬
の
出
石
湯
谷
磯
一
郎
氏
の

乞
に
て
書
き
七
月
三
日
同
所
の

河
野
氏
に
届
方
を
託
す

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
か
な

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一二

五

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
渡
る

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
か
り
け
る

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

山
家
秋
深

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
栗
落
そ
め
て

む
ら
さ
め
寒
く
な
れ
る
秋
か
な

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
哉

み
そ
れ

散
残
る
く
ぬ
き
の
枯
葉
風
さ
え
て

み
そ
れ
ふ
る
な
り
を
か
の
へ
の
さ
と

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

右
短
冊
十
葉
明治

廿
二年

七

月
一日

に
本
年
三
月
五
日
同
志

社
二年

生
我
第
五
社
の
二
名
近
江

蒲
生
郡
牧
野
虎
次
伊
与（

予
）

山
川
隆
二
郎
相
間
の
乞
に
て
書
き

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
ろ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
わ
た
る



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一二

六

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
か
り
け
る

秋
山
家

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
柿
色
つ
き
て

と
こ
ろ
〳
〵
に
見
ゆ
る
秋
か
な

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

右
短
冊
五
葉
明治

廿
二年

七
月

二日

に
昨
年
青
山
氏
よ
り
疎
悪
の

短
冊
を
出
し
歌
乞
は
れ
し
に
任
せ
認

未
お
く
ら
す

め
た
る
も
○
今
度
文
に
我
有
短
冊

に
書
き
七
月
五
日
夕
に
お
く
る

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
ろ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

山
秋
夕

た
か
根
に
は
夕
日
の
な
こ
り
さ
し
な
か
ら

山
陰
さ
む
し
あ
き
の
夕
く
れ

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
う
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

右
短
冊
五
葉
明治

廿
二年

七

月
二日

に
去
月
十一日


発
の
一
封

に
て
伊
勢
の
宇
佐
美
祐
之
氏
よ

り
宅
内
に
懸
く
へ
き
額
用
の
短
冊

四
季
の
詠
を
と
乞
は
れ
た
る
に
任
せ

序
に
書
き



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一二

七

山
家
梅

し
ら
雪
は
ま
た
き
え
残
る
山
さ
と
の

垣
ね
の
道
に
梅
か
香
そ
す
る

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
わ
た
る

野
川
の
く
れ
そ
す
ゝ
し
か
り
け
る

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ（

マ

おマ
）
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

右
短
冊
三
葉
明治二十二年





七

月
二日

夜
に
本
年
五
月
廿
六
日

隣
の
河
原
氏
来
り
山
本
氏
の
三

男
北
の
近
所
の
華
族
穂
積　

（
マ
マ
）

氏
其
短
冊
二
葉
を
示
し
尚

吾
短
冊
を
も
乞
は
る
ゝ
よ
し
い
ひ

け
れ
は
今
夜
序
に
我
有
に
書
き

雪
中
梅

麦
畑
の
雪
に
あ
と
こ
そ
見
へ
に
け
れ

た
れ
か
を
り
け
む
梅
の
は
つ
花

海
上
子
規

箱
崎
の
松
原
こ
し
に
月
落
ち
て

は
か
た
の
海
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

水
辺
晩
涼

み
な
底
の
月
か
け
ふ
み
て
打
わ
た
る

野
川
の
く
れ
を
す
ゝ
し
か
り
け
る

夕
落
花

大
井
川
千
と
り
か
渕
の
夕
く
れ
に

ま
つ
か
せ
寒
く
散
る
さ
く
ら
か
な

谷
秋
夕

し
ら
雲
の
外
に
な
か
め
む
も
の
も
な
し

横
川
の
谷
の
秋
の
夕
く
れ

山
家
秋
深

賎
か
や
の
そ
の
ゝ
山
栗
落
そ
め
て

む
ら
さ
め
寒
く
な
れ
る
秋
か
な

月
前
時
雨



「
「
「
「
「
「
「

「「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「「

一二

八

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
哉

草
菴
時
雨

こ
か
ら
し
の
音
さ
え
わ
た
る
み
よ
し
の
ゝ

す
ゝ
の
し
の
や
に
し
く
れ
ふ
る
也

旅
情

古
郷
の
お
や
の
よ
は
ひ
を
お
も
ふ
こ
そ

な
か
き
旅
路
の
重
荷
也
け
れ

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
音
そ
聞
ゆ
る

右
短
冊
十
葉
明治二十二年






七
月
二日

宵
に
去
月
廿
九
日
同
志

社
五
年
卒
業
生
我
第
三
社
中
の

一
人
上
野
碓
氷
郡
の
磯
貝
由
太
郎

氏
の
乞
に
任
せ
て
書
き
翌
三
日

告
別
に
来
訪
の
時
渡
す

月
前
時
雨

う
き
雲
の
さ
た
め
な
き
世
の
影
見
せ
て

月
す
む
夜
半
に
ふ
る
し
く
れ
か
な

澗
声
幽

我
山
は
お
り
た
つ
谷
の
ふ
か
け
れ
は

か
す
か
に
水
の
お
と
そ
聞
ゆ
る

右
懐
紙
（
小
画
仙
紙
四
切
）二

葉

明治二十二年





七
月
二日

夜
と
三
日

に
数
年
来
森
田
惣
助
妻
よ
り

額
用
に
と
て
屡
乞
ひ
し
も
事
多

く
て
本
日
に
及
ひ
外
の
序
に
先

日
為
に
買
ひ
た
る
画
仙
紙
に
書
き


